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特定研究員 中⻄智範

磁気テープ映像の保存に向けてできること

ビデオテープ映像のデジタルファイル
化とその保存について

＜NFAJ報告の概要＞

2021年のユネスコイベントで、NFAJの事例として紹介した
「テープからのファイル化〜 7つのポイント 〜」の概要を踏まえつつ

ファイル化後の

の工程にポイントを絞りながら、NFAJの取り組みと課題を紹介
デジタルデータの保存・管理

 NFAJでは、磁気テープ素材の映画作品の所蔵は一部に限られる
 「わが映画人生」コレクションなど

 フィルム映画のデジタル修復やフィルム保存、配信などを目的にしたデジタルコ
ンテンツは、毎年増加している

 磁気テープのデジタル化で作成されたデジタルファイルは、フィルムのデジタル
化後のファイルと共通する課題を持つ
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本
発
表
の
主
な
範
囲

テープからのファイル化〜 7つのポイント 〜

現状把握１. • 対象の選別
• テープコンディションの確認

ファイル化
の方式

２. • 変換方式や収録方式の検討

ワークフロー３.
• 変換時処理の検討
• 品質管理の計画

ファイル
フォーマット４. • ファイルフォーマットの検討

保存環境５. • デジタル保存媒体の選択

データベース６. • メタデータ管理方法の検討

７. バックアップ • データ消失やアクセス不能、災害などの対策
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デジタル化の流れ(映像ファイル化)
※ここでは⾳声についての説明は省略しています

0100110

1001010

MXF
など

標本化・量⼦化・
符号化の処理

アナログ信号 デジタル信号

エンコーダ ハードウェア/
ソフトウェア

H.264
など

A/Dコン
バータ

エンコード
変換・

圧縮/非圧縮

JPEG2000
など

映像ファイル化
(コンテナ化)

映像や画像のエン
コード形式を選択

タイムコードなど、
コンテンツ以外の情
報も取り込める

パッケージ化DCPや
IMFなど

劇場配信(上映用)や保
存など、目的に応じた
フォーマットが採用

4

中西智範（国立映画アーカイブ 学芸課映画室 特定研究員）ビデオテープ映像のデジタルファイル化とその保存について

ユネスコ「世界視聴覚遺産の日」記念特別イベント 　マグネティック・テープ・アラート：磁気テープ映像の保存に向けてできること／2024年10月５日NFAJ



コンテナファイル(ファイルフォーマット)

映像
（画像） ⾳声

メタデータ

コンテナ

＋ メタデータ

※メタデータとは、各種付帯情報を記録したデータを指す

メタデータ（技術的な情報が主）
• エンコード方式
• 解像度(2K/4K…)
• ビット深度（諧調）
• フレームレート(再生速度)

など

メタデータ（そのほか様々な記録情報）
• 使用機器やソフトウェアの情報
• デジタル化作業者
• 作業内容（色補正やノイズ除去処理など）

など
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国立映画アーカイブでの取組み紹介

デジタルデータ保存対策

デジタル資産管理システム
(デジタル保存媒体やメタデータの管理)

取組みの体制

6

中西智範（国立映画アーカイブ 学芸課映画室 特定研究員）ビデオテープ映像のデジタルファイル化とその保存について

ユネスコ「世界視聴覚遺産の日」記念特別イベント 　マグネティック・テープ・アラート：磁気テープ映像の保存に向けてできること／2024年10月５日NFAJ



デジタルデータ保存対策

デジタル化の目的に
よって作成フォー
マットは変わる

映像
データデジタル化 メタデータ＋

HDD
LTO LTO

京橋本館 相模原分館

「3-2-1の法則」で管理

 ３つのコピー

デジタル資産
管理システム

 １つを遠隔保管

 ２つのフォーマット

関連付け
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グレーディングルーム ビデオブース

(LTO6 テープライブラリ) (LTO8 オートローダー)

ストレージエリア
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デジタル資産管理システム
(デジタルコンテンツ・メタデータ)

• 2016年頃から稼働
• この頃から、デジタルデータの管理の問題が顕在化しはじめた

• 「まずは動かせる仕組みをつくって、運用の中で改善していく」
• 現在も試験的な運用中

• 館内の職員が制作、FileMaker Serverを利用

『 ALFA 』

デジタル保存メディアのメタデータ管理メディア

デジタルファイルのメタデータ管理コンテンツ

映画作品やフィルム／ビデオ素材などのメタデータ情報
（外部「映画作品データベース」のメタデータを再利用）

作品

メディアの利用履歴(出入庫など)運用

システム改善意見の収集ご意見

LTO
MXF作品情報

[ メディア ][ コンテンツ ][ 作品 ] [ 運用 ]

DCP

HDD

上映のた
めに利用

外部参照情報
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取組の体制

人員と、知識や経験の不足

技術情報の収集・方針の検討
デジタルデータの管理

※期限付きの職務（映画のデジタル配信事業）

※※

人員・リソース 課題や問題

内部勉強会
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映像
データ

デジタル保存のための予算と人員の確保

収集

公開
(活用) 保存

「所蔵作品データベース」

「ALFA」「配信サイト」
(デジタルアーカイブ)

それぞれの仕組みを
統合的に機能させたい

限られた予算と人員
の中でできること？

関連資料
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多くの機関では
実施体制や人材育成の面で課題を抱えている

国立国会図書館
「デジタル資料の⻑期保存に関する国内
機関実態調査（令和 3 年度）」

「 コラボレーション 」
キーワード

MLA連携

産学官連携
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コラボレーションの視点

 知識の共有
 ワークショップなど？

 イベントの開催
 人が集まればアイデアが生まれる (議論の場を作ることが重要)

 保存ツールやリソースの開発
 共同開発による、共通課題の解決
 公的な予算を保存対策に活用 (政策、制度)

“デジタル保存”を社会の関心事に

組織や団体・個人、コ
ミュニティーの連携強化
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テープからのファイル化〜７つのポイント〜 NFAJの実施方針補足情報
1. 現状把握

• 記録表から必要な情報を抽出しデータベースに登録。
• 記録表を撮影し画像としてもデータベースに登録。

2. ファイル化の方式
• 変換元テープに収録されているカラーバー、基準信号を本編と合わせてファイル化する（必要に応じて調整する）。
• タイムコードは新たに生成する（古いテープのタイムコードは連続性や整合性に問題がある場合もある）。
• 複数のテープに分かれている場合も、テープ1本につき1ファイルで変換する（変換元テープをそっくりそのままファイル化すると

いうコンセプト）。
3. ワークフロー

• SDテープはHDへのアップコンバートを基本とする。ファイルサイズが大きくなる一方で画質が向上するわけでもなくデメリット
も多いが、SDとHDをそれぞれ別の形式としてファイル化した場合、規格の違い(BT601とBT709）や、ピクセルアスペクト比の違い
など、作成するデータにバリエーションが生じ、管理が煩雑になることを防ぐ目的がある。

• アップコンバートに際してノイズリダクションを含む画質向上処理は行わず、可能な限りオリジナルの状態に変更を加えないよう
にする。

4. ファイルフォーマット
• 実績があり、様々なポストプロダクションで効率的なワークフローで処理が可能な、MOV(V210エンコーディング、非圧縮 4:2:2

YCbCr）を、当面は採用する。
• 次期フォーマットとしては、IMF Application #2E (Jpeg2000 losslessエンコーディング）あるいはMKV（FFV1エンコーディング）

の採用を予定しており検証中。
• データのバリエーションを限定して管理を容易にするため、フィルムからデジタル化したデータやボーンデジタル作品の保存用

フォーマットと合わせて採用フォーマットを検討する。
5. 保存環境

• 入荷したHDDは、ネットワークに接続されていないスタンドアロンのPCでウィルスチェックを行う。
• バックアップ作業を行う保存用システムは、外部ネットワークと物理的に隔離された専用のネットワークの中で処理を行う。
• 保存用メディアはオフラインで管理する

6. データベース
• MediaInfoを使用し、ファイルに埋め込まれたメタデータの抽出を行いデータベースに登録する。
• 「メディア」と「コンテンツ」にそれぞれIDを付与し、情報を登録する。1つのメディアに複数のコンテンツが含まれるものや、1

つのコンテンツが複数のメディアに分かれて保存されているものなどがあるため、この関係性をデータベースで管理する
7. バックアップ

• HDDから正副2本のLTOを作成することで、3つのコピー、2つのフォーマットを実現する。
• HDDを京橋で保管し、2本のLTOのうち1本を京橋、1本を相模原で保管することで、3-2-1の法則の要件を満たす

※2021年ユネスコイベント 国立映画アーカイブ発表資料からの抜粋
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